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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 2,833 △23.4 178 △57.5 184 △53.5 90 △72.5
22年3月期第2四半期 3,698 △23.0 420 66.4 396 47.6 327 111.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 7.87 ―
22年3月期第2四半期 22.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 6,338 3,245 51.2 281.42
22年3月期 6,811 3,240 47.6 283.48

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  3,245百万円 22年3月期  3,240百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 5.00 5.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想）
― 5.00 5.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,300 △20.4 250 △48.4 250 △46.1 150 △55.2 13.12



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、P.３「２．その他の情報」をご覧下さい。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 14,000,000株 22年3月期  16,000,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  2,469,008株 22年3月期  4,569,008株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 11,445,278株 22年3月期2Q  14,267,492株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(業績予想の適切な利用に関する説明） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、（添付資料）２ページ「（3）業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
（その他特記事項） 
当社は、平成22年８月17日開催の取締役会において、第三者割当による自己株式の処分を行うことについて決議し、平成22年９月３日にその払込手続が
完了しました。なお、処分した自己株式数は100,000株であり、株式の処分価額は21,100,000円であります。また、平成22年８月17日開催の取締役会におい
て、会社法第178条の規定に基づく自己株式の消却を行うことについて決議し、平成22年９月３日に自己株式の消却を行いました。なお、消却した自己株
式数は2,000,000株であり、消却後の発行済株式総数は14,000,000株となります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善などを背景に企業収益の一部に持ち直しの兆しが

見られるものの、海外景気の下振れ懸念や長引く円高がもたらす輸出競争力の低下など、依然として先行きの不透

明感が広がっております。 

 このような情勢のもと、農機事業部におきましては、農業従事者の高齢化や後継者不足による農家戸数の減少と

いった構造的な問題、さらに昨年の「食料供給力緊急機械リース支援事業」の反動を受け、売上高は前年同期比８

億93百万円減少し25億15百万円（前年同期比26.2％減）となりました。  

 一方、軸受事業部におきましては、風力発電用軸受の受注に加え建機用軸受が好調に推移しました結果、売上高

は前年同期比28百万円増加し３億17百万円（前年同期比9.8％増）となりました。 

 以上の結果、当第２四半期の売上高は前年同期比８億65百万円減少し28億33百万円（前年同期比23.4％減）とな

りました。 

 利益面におきましては、売上高が減少しました結果、営業利益は前年同期比２億41百万円減少し１億78百万円

（前年同期比57.5％減）、経常利益は前年同期比２億11百万円減少し１億84百万円（前年同期比53.5％減）、そし

て四半期純利益は90百万円（前年同期比72.5％減）となりました。  

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期末における総資産は、前事業年度末に比べ４億72百万円減少し、63億38百万円となりました。これ

は主に受取手形が２億46百万円減少したことによるものであります。 

 当第２四半期末における負債合計は、前事業年度末に比べ４億77百万円減少し、30億93百万円となりました。こ

れは主に短期借入金が１億10百万円、長期借入金が90百万円それぞれ減少したことによるものであります。 

 当第２四半期末における純資産は、前事業年度末に比べ４百万円増加し32億45百万円となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は前事業年度末に比べ51百万円減少 

し、２億58百万円となりました。 

 また、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は３億17百万円となりました。これは主に売上債権の減少額４億16百万円などを反

映したものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は１億32百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出１億２百

万円などを反映したものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は２億36百万円となりました。これは主に長期借入金の返済による支出１億23百万

円、短期借入金の減少額77百万円などを反映したものであります。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年５月14日に発表いたしました通期の業績予想の数値から変更

はございません。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 当第２四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しましては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基

礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

  また、棚卸資産の簿価切下げに関しましては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。  

② 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準等の適用） 

  第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用してお

ります。 

 なお、これによる営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。  

  

２．表示方法の変更 

    該当事項はありません。 

２．その他の情報

- 3 -



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 268,512 320,144

受取手形及び売掛金 1,418,686 1,668,475

商品及び製品 846,286 781,706

仕掛品 131,816 133,251

原材料及び貯蔵品 211,436 184,158

未収入金 871,497 1,037,379

その他 106,821 111,585

流動資産合計 3,855,057 4,236,700

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 604,618 622,220

機械及び装置（純額） 235,161 268,007

土地 546,232 546,232

その他（純額） 83,749 86,591

有形固定資産合計 1,469,760 1,523,052

無形固定資産 25,354 30,004

投資その他の資産 988,570 1,021,907

固定資産合計 2,483,685 2,574,964

資産合計 6,338,743 6,811,665

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 479,370 506,588

短期借入金 935,116 1,045,469

未払法人税等 81,123 157,527

賞与引当金 118,109 110,540

その他 176,952 361,977

流動負債合計 1,790,673 2,182,101

固定負債   

長期借入金 613,314 703,320

退職給付引当金 621,448 617,441

役員退職慰労引当金 57,150 57,300

その他 11,098 11,098

固定負債合計 1,303,011 1,389,160

負債合計 3,093,684 3,571,262

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,350,000 1,350,000

資本剰余金 825,877 833,162

利益剰余金 1,673,124 2,136,714

自己株式 △617,192 △1,142,141

株主資本合計 3,231,810 3,177,735

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 13,248 63,216

繰延ヘッジ損益 0 △548

評価・換算差額等合計 13,248 62,667

純資産合計 3,245,058 3,240,402

負債純資産合計 6,338,743 6,811,665
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 3,698,777 2,833,534

売上原価 2,551,960 1,972,808

売上総利益 1,146,817 860,725

販売費及び一般管理費 726,282 682,128

営業利益 420,535 178,597

営業外収益   

受取利息 409 336

受取配当金 3,639 5,654

不動産賃貸料 13,776 13,724

その他 1,382 1,564

営業外収益合計 19,207 21,280

営業外費用   

支払利息 6,726 9,935

手形売却損 618 －

不動産賃貸原価 4,029 2,917

リース解約損 2,184 －

支払手数料 29,466 500

その他 433 2,070

営業外費用合計 43,459 15,423

経常利益 396,283 184,454

特別利益   

抱合せ株式消滅差益 64,536 －

その他 6,182 －

特別利益合計 70,719 －

特別損失   

固定資産廃棄損 2,493 13

投資有価証券評価損 － 13,372

賃貸借契約解約損 － 3,000

その他 26 －

特別損失合計 2,519 16,386

税引前四半期純利益 464,483 168,067

法人税、住民税及び事業税 175,821 75,853

法人税等調整額 △39,207 2,084

法人税等合計 136,614 77,937

四半期純利益 327,869 90,129
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 464,483 168,067

減価償却費 84,301 79,049

投資有価証券評価損益（△は益） － 13,372

賃貸借契約解約損 － 3,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,886 4,007

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △18,860 △150

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,725 7,569

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,182 －

受取利息及び受取配当金 △4,048 △5,991

支払利息 6,726 9,935

手形売却損 618 －

有形固定資産廃棄損 2,493 13

有形固定資産売却損益（△は益） 26 －

抱合せ株式消滅差損益（△は益） △64,536 －

売上債権の増減額（△は増加） △793,155 416,179

たな卸資産の増減額（△は増加） 69,093 △90,423

仕入債務の増減額（△は減少） 55,961 △27,217

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,610 △28,065

その他 44,097 △78,363

小計 △134,758 470,983

利息及び配当金の受取額 4,043 5,984

利息の支払額 △8,855 △9,053

法人税等の支払額 △70,366 △150,803

営業活動によるキャッシュ・フロー △209,937 317,110

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △25,978 △102,027

有形固定資産の売却による収入 25 －

無形固定資産の取得による支出 △5,596 △12,450

投資有価証券の取得による支出 － △32,844

投資不動産の賃貸による収入 13,776 13,724

預り保証金の返還による支出 △200 －

貸付金の回収による収入 2,084 1,205

その他 164 △104

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,723 △132,495
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,549,000 △77,000

長期借入金の返済による支出 △36,666 △123,359

自己株式の売却による収入 － 21,100

自己株式の取得による支出 △1,529,572 －

配当金の支払額 △79,484 △56,987

財務活動によるキャッシュ・フロー △96,723 △236,246

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △322,384 △51,631

現金及び現金同等物の期首残高 520,027 310,144

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 49,321 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 246,964 258,512
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 該当事項はありません。    

  

  当社は、平成22年９月３日付で、三菱農機株式会社から第三者割当による自己株式の処分の払込みを受け、

また、同日付で、自己株式の消却を行いました。この結果、当第２四半期会計期間において資本剰余金が7,284

千円、利益剰余金が496,564千円、自己株式が524,949千円それぞれ減少しました。 

  以上の結果、当第２四半期会計期間末において資本剰余金が825,877千円、利益剰余金が1,673,124千円、自

己株式が617,192千円となっております。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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